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白神自然環境研究所教授会議事要旨 

 

日 時：平成２７年４月２４日（金） ９時００分～１０時２０分 

場 所：コラボ弘大８階 八甲田ホール（Ｃホール） 

出席者：檜垣、石川、殿内、本多、山岸、東、中村、丹波、松山、石田、荒井、上條 

欠席者：大髙（委任状提出） 

事 務：小田桐、成田、肥後 

 

議事に先立ち、所長から、３月２６日開催の教授会議事要旨（案）の確認が行われ、承認

された。 

引き続き、４月から新たに兼任助教となった教員、４月１日付け人事異動に伴う事務職員

（社会連携課長）及び４月１日付け採用の事務補佐員の紹介があった。 

 

【審議事項】 

１．平成２７年度実施事業計画について 

副所長から、資料１に基づき、平成２７年度の実施予定事業及び予算額について提案

説明があり、概略次のとおり意見交換があった。 

（1）モニタリングなどの長期事業について、内外に評価されるような成果の出し方が

重要である。また、研究紀要に査読制を導入することの検討を行っている。 

（2）本研究所の強みを生かした事業を継続するために、論文などの研究業績を増やす

ことや、社会的な認知を高めることが必要である。また、教員業績評価及び組織評

価の評価基準を見直す際に積極的に働きかける必要もある。 

引き続き、副所長から、上記の意見等を踏まえて各事業の予算額を検討すること、

ほかに意見等がある場合は副所長へ申し出願いたいことの補足説明があった。 

次いで、所長から、実施済みの事業については、参加人数を把握するとともに、資料

及び新聞等に掲載された記事を残しておくよう依頼があった。 

 

２．平成２７年度支出予算配分額について 

所長から、資料２に基づき、平成２７年度支出予算配分額について学長から通知があ

ったこと、事業費についてはマイナス３パーセント、管理運営費についてはマイナス５

パーセントの査定があったこと、組織評価のインセンティブ配分として学長裁量経費が

５９６千円配分されたことの説明があり、次回の教授会で正式な予算配分について審議

することが了承された。 

引き続き、所長から、トップマネジメント経費及び学長裁量経費については、今後の

教授会で使途を審議する予定である旨の補足説明があった。 

 

 

【報告事項】 

１．所長報告 

所長から、資料３に基づき、概略次のとおり報告があり、種々の意見交換があった。 

なお、教員組織の再編に関する研究所としての意見を提出することが確認された。 

（1）企画戦略会議 

① 教員組織の再編に伴う運営体制、評価、事務組織及びスケジュールについて説明

があり、意見がある場合は４月２４日までに提出するよう依頼があった。 

② 学部改組のパンフレットが公開された旨の報告があった。 

③ ＣＯＣ事業に関するアンケートへの協力依頼があった。 

④ 地（知）の拠点大学による地方創生推進事業～地（知）の拠点ＣＯＣプラス～に

ついて、県内の他大学と連携して申請する予定である旨の説明があった。 

⑤ ５月１５日に深浦町との連携協定を締結すること、５月１９日に深浦町長による

講演会を実施することの説明があった。 
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（2）教育研究評議会 

① 学長から、新副学長、新学長特別補佐、新部局長及び新評議員の紹介があった。 

② 経営協議会の学外委員について提案どおり承認された。また、欠員分の学長選考

会議委員が選出された。 

③ 平成２８年度入学者選抜方法及び実施教科科目等について承認された。 

④ 第３期中期目標・中期計画の３次案について報告があった。 

⑤ 平成２７年度科学研究費助成事業の交付内定状況について報告があった。 

⑥ 毎週水曜日に附属図書館でラウンジトークを実施する旨の報告があった。 

 

２．第３期中期目標・中期計画の策定について 

所長から、４月１４日開催の第３期中期目標・中期計画策定会議において資料４のと
おり戦略的・意欲的な目標・計画の提案があり、本研究所から提案した内容も盛り込ま
れていることの報告があった。 

 

３．附属白神自然観察園利用計画について 
    事務から、資料５に基づき、附属白神自然観察園の施設利用申請のあった７件につい

て報告があった。 

  

４．その他 

（1）西目屋村長への表敬訪問について 

    所長から、４月２２日に西目屋村役場に出向き、村長を表敬訪問したことの報告

があった。 

 

 次回以降の教授会について、５月は５月２２日（金）９時００分から、６月は６月１９

日（金）９時００分から、７月は７月２４日（金）９時００分から開催することとした。 

 

以 上 


